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た.  通常のアミノ酸は２０種類であるが, 
そのアミノ酸の性質を理解し, 白モクレン  
Magnolia denudate , 紫モクレン  M. 
liliflora , ホオノキ M. obovata , タイ
ザンボク M. grandiflora , コブシ M. 
kobus からチラミンの単離 1)を行った
（1975）.  モクレン属５種からエタノール
アミンの単離 2)を行った(1977).  水田の
雑草であるオモダカ科のウリカワ 
Sagittaria pygmaea およびラン科のシュ




た（1978）.  オオミズゴケ Sphagnum 
palustre L. からペプチド, Ｌ-グルタミ
ニル-Ｌ-アルギニンの単離 5)を行った
（1980）.  モウソウ竹 Phyllostachys 









（1980）した.  ホンダワラ Sargassum 
fulvellum Agardh から１-メチルヒスチジ
ンの単離 9)を行った（1982）.  ムカデノリ 






こ の ア ミ ノ 酸 は グ ラ テ ル ピ ン 
Grateloupine15) と命名（1982）した.  ム
カデノリからはこの他にα-カイニン酸ラ
クトンと数種のペプチドを単離（1982）し




















Cit と Ary のペプチド Cit-Ary はコメノ
リから単離した既知の物質である.  トリ
ペプチド Cit-Cit-Ary テトラペプチド 





(1985)13) を単離した.  この他に, ムカデ
ノリよりＬ-シトルリル-Ｌ-シトルリン→
Cit-Cit , Cit-Cit-Cit , Cit-Orn-Arg , 
Orn-Cit-Arg ,  Ｌ-シトルリンアミド, 
(R)-3-メチルスルフィニルプロピルアミン
15), Ｎ-メチル-Ｌ-メチオニンスルホキシ
ドを単離.   ヒラムカデよりギガルチニル
-ギガルチニン, Ｎ-メチル-Ｌ-メチオニン
スルホキシド , エゾシロコ属紅藻 
Corallia pirulifera ピリヒバよりＬ-バ
イキアインを単離.  テングサ属マクサ 
Gelidium amansii からチラミンを単離.  
ヤナギノリ属紅藻ユナからイソアスパラギ
ン, イソグルタミン, Ｌ-コンドリン, コ
ルダリンを単離.  ジュズモ属緑藻フトジ
ュズモからベタインを単離することが出来
た.   
２. 単離実験 











液５ℓ を流して酸性, 中性部を取り除く.  
これに 2M-アンモニア水３ℓ を流して塩基
性部分を溶離する.  減圧下でアンモニア
を留去し, 次のカラム Amberlite ＣＧ-１
２０（ＮＨ４














































様にしてもう一度水５ℓ で抽出した.  濾
液と洗液合計１２ℓ を Amberlite ＣＧ-１
２０（Ｈ＋）６×４０cm カラムに流した.  
カラムに水３ℓ を流した後 2M-ＮＨ３で溶
出し, 溶出液１.２ℓ を減圧濃縮し試料と
した.  次のカラム Amberlite ＣＧ-１２
０（ＮＨ４
＋）６×４０cmに試料を加え, 水











３～６.８ℓ で溶離する.  これを減圧濃縮
すると, わずかに不純物を含むペプチドが
得られる.  エタノール-水から再結晶して
５５mgの結晶を得た.   






















結晶５５０mg を得た.   
２―５ ホンダワラからの単離 
３月中旬に福井県丹生郡越前町の海岸で







クロマト（１） 1.3-2.3ℓ （Phe.　Tyr） クロマト（4）
試料 1.24-2.9ℓ 0.14-0.38ℓ 粗 Ｃit
600mg
2.3-2.7ℓ （塩基性部） 2.9-4.0ℓ 0.7-1.6ℓ
0.14-0.4ℓ
クロマト（5）
2.7-4.0ℓ （塩基性部） 0.4-0.92ℓ 粗 Cit-Arg 440mg
ＴＬＣ
0.92-1.16ℓ 粗 Cit-Arg 320mg
クロマト（１） カラム　Amberlite CG-120（NH４
＋) ６×４２cm
展開液　水　1.0ℓ , 1M-ＮＨ３　1.0ℓ ,  2M-ＮＨ３　1.0ℓ ,  3M-ＮＨ３　1.0ℓ
クロマト（2） カラム  Amberlite CG-120（ピリジン） ３×７４cm,　 展開液　0.1M-ピリジン（ギ酸でpH 3.1） 2.2ℓ
0.2M-ピリジン（ギ酸でpH 3.1） 0.8ℓ ,  0.2M-ピリジン（酢酸でpH 4.4） 1.0ℓ 
クロマト（3） カラム　Amberlite CG-４Ｂ（CH３COO
-） ３×３６cm
展開液　水　0.3ℓ , 0.5M-酢酸 0.3ℓ ,  1M-酢酸 0.2ℓ ,  2M-酢酸 0.4ℓ 
クロマト（4） カラム　Amberlite CG-４Ｂ（CH３COO
-） ３×３４cm
展開液　水　0.4ℓ , 0.5M-酢酸 0.4ℓ , 1M-酢酸 0.4ℓ ,  2M-酢酸 0.4ℓ 
クロマト（5） カラム　Amberlite CG-50（NH４
＋） ３×３４cm,　展開液　水　0.4ℓ　,  ＮＨ３ Gradient elution









水洗後 2M-ＮＨ３ で溶出し, この溶出液１.





























を得た.  メタノール抽出液を Amberlite 
ＣＧ-１２０（Ｈ＋）６×４２cmカラム３本
に分けて流し, 各カラムを６ℓ の水で洗っ
てから 3M-ＮＨ３ で溶出させた.  溶出液






0.6-2.0ℓ クロマト（3） 0.6-2.0ℓ 　　Ｎ-Ｍe-Ｍet→Ｏ
0.4-2.0ℓ クロマト（2） 中性部
50% クロマト（1） 中酸性部 　
メタノール抽出物 3.6-4.2ℓ 濃縮 結晶 γ-アミノ酪酸
3.0-4.0ℓ グルタミン酸部 濾過 　 グルタミン酸
塩基性部




濾液 1.1-1.5ℓ  → 粗ＧＹ　84mg
2.5-3.1ℓ →グルタミン酸  
クロマト（１） カラム　Amberlite CG-120（NH４
＋) ６×４２cm, 　３回に分けて行う
展開液　水 1.0ℓ ,  1M-ＮＨ３　1.0ℓ , 2M-ＮＨ３　１.0ℓ ,  3M-ＮＨ３　１.0ℓ ,  4M-ＮＨ３　2.0ℓ
クロマト（2） カラム　Amberlite CG-４Ｂ（CH３COOH
-） ６×４２cm
展開液　水　1.5ℓ ,  0.5M-酢酸 1.5ℓ ,  1.0M-酢酸 1.5ℓ ,  2.0M-酢酸 1.5ℓ 
クロマト（3） カラム  Amberlite CG-120（ピリジン） ６×４８cm
展開液　0.1M-ピリジン（ギ酸でpH 3.1） 4.0ℓ ,  0.2M-ピリジン（ギ酸でpH 3.1） 2.0ℓ 
クロマト（4） カラム  Amberlite CG-120（ピリジン） ３×７３cm,　 展開液　0.1M-ピリジン（ギ酸でpH 3.1） 2.0ℓ 
0.2M-ピリジン（ギ酸でpH 3.1） 0.6ℓ ,  0.2M-ピリジン（酢酸でpH 4.4） 0.8ℓ 
クロマト（5） カラム　Amberlite CG-４Ｂ（CH３COOH
-） ３×３５cm



















しやすく白色粉末６３８mg を得た.  ＧＹ
の粗結晶８４mg で,  ＧＹは水-エタノー





































































ると確信している.  しかし, 松谷先生が
定年退官となり, 後任に山本先生が一般化
学担当となったことから, この単離実験は
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